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お月見とは、 文字通り満月を見る日本の伝統行事ですが、
ただ月を見るだけではありません。 そこには、 はるか昔から日本人が
月にたいしていだいてきた特別な感情と、 豊かな実りへの
感謝の気深く深くこめられています。 特に， 旧暦の
八月十五日にあたる 「十五夜」 は 「中秋の名月」 とよばれ、
一年で一番美しい満月が見られる日として大切にされてきました。

中秋の名月

Aここの下の線にあわせて山をはる

B

つくり方　　　ハサミ　のり　おりすじをつけるヘラ
　　　　　　　　（ヘラがなければハサミの先のかどをつかう 少し練習してからすること）

①あつ紙にいんさつする　②㋐背景　台紙　月　うさぎ　などを切り取る　おりやすいように
　おりめの線におりすじをつけておく　③Aの上に山をはり 背景を点線で谷おりし直角におる　
　台紙を点線で直角におり背景のうらにはる　④㋑のえんがわを点線で山おりし背景の Bに
　えんがわの Bをはる　⑤Cと Dを直角に山おりしDの部分にのりをつけ背景にはる  図１の
　ようになる　⑥えんがわの Cの部分に月見ウサギとタヌキをはる　その上にGをはる
    E に月見だんご　Fにススキをはる　⑧月見だんごのりょうがわうしろの山にだんごを
　もってきたウサギをはる　⑨左上に背景から半分はみ出るように月をはる　月の下にくもをはる
 ※こまかいところが切りにくいときはススキやおだんごウサギのようにほそいせんで
　おおまかに切る　※⑥から⑨のウサギなどのはり方は一例です　いろいろ考えてはってね
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